



































































































































































まで人社系の教員の多くは、 研究成果を必 しも （世間に分かる形で）社会に還元してこなかった。教育機関が社会のために貢献すことは、教育基本法にも明記されている」とも発言。人社系の教員に意識改革を求めた。　
この上で学長は「 （人社





































































































































イ人も新事業で大ゴケするのか？」をテーマに本荘氏が具体的な事業 失敗例を交えながら、アイデアを事業化する方法などについて説明。本荘氏は 「 （物やサービスが売れる）マーケットを知るにはアンケート調査より、少数の顧客と深く対話することが効果的だ」と語った。　
両氏の対談ではそれぞれ




























































































多く、彼らの国立大学への要望が「社会」的要請になる。その要請は、おそらく経済や生産活動に直接関係する理工系などの分野に向かいがちだ 哲学や文学など「文系」が同委員会で評価されな のは、 「文系を学んでも『使えない博士』を生み出すだけだ と考えられているからだろう。　
だが、文系を「経済的な
利益にならな 」というけで廃止してよ わけではない。 「文系は私立大学で学べばよい」という声もあるが、それも違う。哲学や文学などは全ての分野に通じる基礎的な学問。需要が
低くてもその教育や研究を支えるのは、国の教育の中枢を担う国立大学 役割の一つだ。　
いま、大学関係者の知恵










































































いる以上、人文社会科学は「学んで何の意味があるのか」と う声に 何らかの答えを出す必要はある 思う。　
文系の科目にも興味があ
り、言語学や文化人類学の講義を履修したことがあが、教養として役に立っているので学んだ意味があったと思う。専攻する学問と直結しないため、理系の生が文系の科目を ぶべきだとは必ずしも わないが、学びたい人が る限りは縮小するべきでは と思う。
「実学でないから援助必要」





















































氏ら著名起業家 参加し、大学会館講堂でパネルディスカッション 行われた。だが、事前に学内の各所でポ ターを掲示し、全学生にメールで通知したにもかかわらず講堂には空席が目立った。また、同講堂で開れた最終日の起業プラン発表会でも一般の観客は
少ないままだった。　
起業家を育む文化・風

























































































































れ被害を免れた事例が数多くあることを知るべきである。防災施設が万全でないことは東日本大震災で我々は目の当たりにしたが、日本の経済発展は防災施設の整備 いう国土基盤の強化の上で成り立っている ある。防災インフラの整備を促進しつつ、行政からは適確な情報発信を行 、国民は自分の命は自分で守るという意識を高める努力をしなければ ・減災は実現しない。
自分の命は自分で守る
イラスト＝姉崎信（心理学類２年）





































































































































































































































































ＳＮＳを使う心理について同助教は「 （友達グループなどの）人間関係において『みんなの動きや話題についていきたい』といった関係の維持を求める意識がある」と指摘。 「 『関係を悪くしたくない』 『一人だけ取り残されたくない』という関係を失うこ への焦りや不安があるのではな か」と分析する。　
また同助教によると、Ｓ
ＮＳの弊害も多いとい 。近年では一人の相手に対し













































ではなく、教員の話に集中するために認める」など肯定的な意見や、 「試験日時などの重要な情報ならよい」 などの が目立った。
だが、 「撮影するだけではなく実際に手を動かしてほしい」の意見や、 「 （撮影した内容は）個人の利用に限り、勝手に公開したり転用してはいけない」との指摘もあった。　
■教員の意見
　「学生の授業中のスマホの使用についてどう考えるか」に対しては、７割が一部使用／全面使用を認めた。 「全面的に認める」と回答した教員 は「授業に特に支障がない 「ｍａｎａｂａ （学習支援サービス）を利用しているから」 「制
限するよりも活用する方向で対応した方がよい」などの意見があった。　
また、 「一部使用を認め
る」の教員には「わからない用語などを調べる」 「電卓として使う」ことなどに限り許可する姿勢が目立った。一方、 「全面的に認めない」と回答 たあるは「学生は授業に専念すべきで、スマホ使用は学生の常識を疑う」と答えた。　
このほか、自由意見とし
て「スマホ 使用している場面を見るのはつらい」 「授業と関係ないこと スマホを使用すべきではない」といったものが多かった。また「授業進行の不備についてツイッターなどのＳＮＳに書きこむのではなく、教員に伝えてほしい」のような要望もあっ 。　
一方で「スマホを使い、
質問や議論が盛り上がるよう 授業につなげてほしい」という意見のように、スマホを授業で積極的 活用した 姿勢も見えた。































































































の授業でスマホの利用を禁止しているわけではない。演習のような少人数で 授業では「授業に関係のないことはしない に」と口頭注意するだけで、授業で出てきた用語などを調べ際にスマホを使うことを認めている。問題なの 受講生が１００人を超えるような大教室の授業だ。 「以前は誰もがわきまえ 『
ナー』の範囲だと思い、特別に約束をすることはなかった。だが、最近ではマナーを無視し、好き勝手に振る舞う学生が増えてきた」と同准教授は語る。　
授業中にスマホやパソコ
ンで関係のないことをする、私語をする、ゲームをして遊ぶ、ほかの授業のレポートを書く……これらの行為は全 真面目に授業を受けている学生にとっては自分のやる気を削ぐ迷惑な行為でしかない。 「集中したいのにふと隣 見ると、スマホをいじりながら笑っている人がいる。教室全体がそんな雰囲気 中、自分だけ勉強に身を入れのは大変だ」 して、スマホ使用だけでなく ほかの学生に迷惑がかかる行為全てを禁止している。違反行為が多い学生に 、授業への出席を認めない場合もあ


























































































































































































































































































































越（10 月 26 日、白鴎大戦で）＝林健太郎撮影
が活躍
嘉













































































































の変更に適応できたことだ 筑波大の所属する同リーグはチーム同士が各２回、戦う総当たり戦 行う。だがこれまで 順位決定方法は、相手チームに先 ２勝し 方が勝ち点を得る「勝ち点制」を取っていた この場合、勝ち点を
得るまで、最大で相手チームと３度戦わなければならない。だが今春から同リーグは勝率を争う「勝率制」 に変更。 試合数が少なくなった。川村卓
たかし
監督 （体育系 ・ 准教授）
は「春は（勝率制が初めてで）手探りの戦いだったが、ようやく戦い方が分かってきた」と語る。　
勝率制の戦い方では、投手陣の


















浮き彫りになった。主に１番を打った國井伸二朗（同３年）や主砲の平井孝治（同４年）ら主軸は活躍したが、 「下位打線が打てなかった」 （川村監督） 。最終戦で帝京大の１年生左腕・本野一哉を打ちあぐねるなど、左投手を打ち崩すこともできなかった。　
今年のチームは投手では大間と
西島、 野手では國井や板﨑直人 （同３年）など３年生に中心選手が多く、 来年も上位進出が期待できる打線に課題はあるが、大間と西島の２枚看板を中心に、接戦 強い「守りの野球」をさらに磨き、
06
年以来５度目のリーグ優勝を勝ち取ってほしい。
      （鈴木拓也）
初回 1死一、二塁、先制の適時打を浴びる先発の西島






筑 波 大 学 新 聞 第317 号 （10）学生生活2014 年（平成 26 年）11 月 4日（火）
院生が小学生に指導
　「今日は何から始めようか」
















やフォーム 確認のような野球の基礎のほか、走ったり片足でバランスをとる練習など基本的な体の動かし方も教える。そのため「野球が上手くなるだけじゃ く、走るのも速くなってうれしい」と喜ぶ子も多い。練習中は皆真剣な表情でコーチの指示に聞き入っているが、休憩中などの時間は和気あいあいとした雰囲気で、子どもらし 笑顔を見せていた。参加者は男 子が中心だが、女の子 珍 くない。毎回参加していると
う小学校３年生の女の子は「新しい友達ができたり、友達同士でアドバイスし合ったりするのが楽しい」と魅力を語った。













































心 ・ 安全なまちづくりには、市民の防犯意識が欠かせない」とした上で「外を出歩く機会が多い筑波大生にも協力してもらい、防犯意識を向上させたい」 と話した。　
問い合わせ＝つくば市危
機管理課（電話：０２９─８８３─１１１１）                （平嶋健人）
間を売らない」のだ。　
イタリア人にとって最
も大切なのは、家族や友人、恋人との時間だ。多少もうけが出 くとも関係ない。昼は一度閉店し家族とテーブルを囲み、夜も早く店を閉め一目散に帰宅する。 残業 せず、土日は家族とゆっくり過ごす。高い給料をもらえたとしても、一日中働かされて自分の時間を失うのは、 全く幸せではない。大切な人と過 時間のほうが、給料よりずっと価値があるのだ。　
このような価値観で社


































流会には観戦に来た小中学生や、若い女性ら約１００人が参加。筑波大チームのメンバーで 学生の日本代表選手らによるサイン会も催され、 「一緒に写真を撮ってほしい」などのリクエストが相次いだ。１部リーグで同様のイベントを開く大学チームは少な という。　
イベントを組織した１人
















食べるため、つくバグのメンバーたちは参加者に事前に簡単な健康調査を実施したり、アレルギーや食中毒などの危険性を説明し、体調の悪い人は試 しないよう促す 安全面に注意した。つくバグ メンバーである上原拓也さん（生物圏
なイベントにしていきたい」と話している。
昆虫食を楽しむ
２年）は「安全性について弁護士や教職員に意見をもらいながらイベントを作り上げることができた。開催前は（昆虫食に）抵抗のある人が多いと思っていたが、みんな食べてくれて良かった。虫が捕れ 時期になったらまた開催した 」と話し 。
     





                    （福原直樹）

























小型人工衛星「結」の２号機「ＩＴＦ―２」が、２０１６年９月に打ち上げられることが決まった。宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）のロケットに相乗りし国際宇宙ステーション（ＩＳＳ へ打ち上げられ 後、ＩＳＳの日本実験棟 「きぼう」から宇宙に放出さ る予定だ。開発チームは、今年２月に打ち上げられたが衛星からの電波を受信できずに消滅した１号機の製作経験を生 し、作業を進めている。　
２号機は１辺約
10㌢の



































































































































































筑 波 大 学 新 聞 第 317 号 （12）トピックス2014 年（平成 26 年）11 月 4 日（火）
高性能の新型海洋調査船「つくばⅡ」（10 月 24 日、静岡県
下田臨海実験センター
２面へ
多彩なジャンルの曲を披露し、観客を魅了した（10 月 10 日、
秋季関東大学リーグ
５面へ
得点を決め喜ぶ筑波大選手（10 月 12 日、青山学院大戦で）
合唱団むくどり 定期コンサート
９面へ


























いた。登山前、 現地の天気予報では 「山の天気は大きく荒れることはない」とされて が、その予報は外れ、激しい降雪に見舞われた。さらに、登山隊のメンバーの一人 体調を崩し、登山の断念を余儀なくされた。登山中 深さ数㍍級のクレバス（氷河の巨大な裂け目）にも遭遇し、その上を通過することも。 々 困難にぶつかったが、「せっかくの登山だから楽しまなくてはと思った」と、苦境 乗り切っ 表情で語る。　
今や数千㍍級の山々を登るほどだ
が、意外にも中学・高校時代は美術部に所属するなど、アウトドアとは真逆の生活を送っていた。当時は日本国内の山に登った経験すらなく、富士山など有名な山しか知ら かった。しかし高校時代、エベレストなど世界最高峰の山々を登った経験 持つ校長先生と出会い、徐々に登 に興味を持ち始めた。全校集会で校長先生の登山の体験談を聞くうちに、少しずつ「世界中を
旅してみたい。世界中の山を登ってみたい」と思うようになった。　
そんな思いから、筑波大入学直後に
ワンダーフォーゲルクラブに入部 初めて登っ 山は東京都奥多摩の雲取山（２０１７㍍） 。 「初めて登った時はとても苦しく、 登るだけで精一杯だった」が、今は後輩を引率しながら登るまでになった。 「１年生のころと比べて、登山に余裕が生まれたと感じる」と自身の成長をかみしめる。美術部で培った画力を生かし 、登山の際は びたび山の風景をスケッチする。 「旧友たちが、海外登山 挑戦する今の私の姿を見たら驚くのでは」とほほ笑む。　
大学では宗教学を専攻する。 「ただ




　「登山技術はまだまだ未熟。経験を積んで、さらに磨き か い」と、高い向上心を内 秘める。大学卒業後は国内の山小屋で働いて資金を蓄え、将来はカナダ 本格的な登山技術をびたいという。 「今回の登山では良い経験ができた。新しい山に挑戦すると全く異なる経験が得られる」と への意欲を見せる。　「山に登ることで自分と向き合うことができる。山は自分の足りないところを教えてくれる」 。さらに みを目指す彼女を待つ山は、まだまだ無数にある。峰々の頂を吹く風 、今日も彼女を山へといざなう。　　　　　
（小野憲司＝社会学類１年）
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マンセイル峰にアタックする中村さん（9月 29 日、キャ
下田市で）＝平嶋健人撮影
つくばカピオで）＝合唱団むくどり提供
脇慎撮影
＝林健太郎撮影
ンプ 2とマンセイル峰の間の氷河で）＝本人提供
